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　天草地域で見つかった化石や地層などの調査・研究を
もとに、天草の１億年を古い順に振り返ってみましょう。

地下深い場所でマグマが冷え固まってできた岩石が地
表に顔を出し、陸地ができました。そこには恐竜が住
み、浅い海には貝類が生息していました。

陸地は急速に沈み、深く暗い海になりました。そこに
はアンモナイトや大型の二枚貝が生息していました。
その後、6,600万年前に恐竜は絶滅しました。

水が豊かな熱帯の陸地が広がり、大型ほ乳類が繁栄し
ました。その後、1,000万年という期間で大地は上下
に何度も変動。この時代の大型ほ乳類は絶滅しました。

天草下島では泥炭の層が発達。これが後に「天草無煙
炭」と呼ばれる良質な石炭になりました。天草上島で
は砂がたい積。これが後に「下浦石」と呼ばれるよう
になります。

火山活動や地殻変動が起きて、天草の原形ができあが
りました（褶曲構造の形成）。また、火成活動が起き、
冷え固まると白色になる性質のマグマが地下から上昇
しました。これが後に「天草陶石」となります。

火山活動が活発になり、噴火による火砕流や土砂が大
矢野島北部や天草下島北部でたい積。その後、大地が
隆起して平坦面を作りました。この平坦な地形を利用
して作られたのが、天草空港です。

阿蘇山が大噴火を起こし、火砕流は天草下島北部まで
到達。これが後に「御領石」と呼ばれるようになります。

有明海と八代海は海ではなく、草原や森林が広がって
いました。

海水面が上昇し、現在の天草の姿になりました。

天草陶石を活用した陶磁器の生産が始まりました。

石炭の採掘が始まりました（1975年まで）。
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長谷義隆館長

御所浦白亜紀資料館
は 　 せ

福岡県小倉市（現北九州市）
生まれ。理学博士。熊本大
学自然科学研究科教授など
をへて、平成18年４月か
ら同館館長を務める。
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監修：御所浦白亜紀資料館

平成26（2014）年８月28日 『天草ジオパーク』が日本ジオパークに認定！

※年代はおおよそになります。
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